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64 【街の散策からの気づき発見】 

 神田川源流域散策 2 神田川源流コース 

                                                          会員 K.T. 

 井之頭池の散策を続けて水門橋の神田川の起点に着いた。池の 

端にある水道橋の下から流れ落ちる水が神田川の起点になる。 

川沿いには遊歩道が整理されている。神田川源流コースのマップ 

をみると、「井之頭公園駅⇒(3分) 水門橋・夕焼け橋・神田上水橋・ 

あしはら橋・丸山橋⇒(20分)三鷹台駅⇒神田橋・みすぎ橋・みどり橋 

・宮下橋⇒(20分) 宮下公園⇒(5分)久我山駅、の約２．４ｋｍ６０分 

コース」、となっている。源流コースを三鷹台駅まで歩くことにした。 

 夕焼け橋までは、神田川の源流のせせらぎ、という風情があった。 

その先は、両岸に柵がつながり、川には草が茂り、草で水面は見え 

にくい、およそ神田川の源流の流れ、というイメージはない。３０分程 

歩くと、井の頭線・三鷹台駅に着いた。小雨が降ってきたので帰るこ 

とにした。三鷹台駅から２つ先の吉祥寺駅で JRに乗り換え、来たコ 

―スで帰る。昔々に来たことのある井之頭公園は、すっかり都会風 

に変わってしまっていたが、自然を大切に保存している癒しの空間 

があるところは、変わっていなかった。ともかく神田川の源流は視た。 

 余談ながら、私の年代では、「神田川」という響きから 1970年代の 

かぐや姫の「神田川」を思い浮かべる。この歌は昭和４８年(1973)９月 

に発表された作品で、作者の喜多篠忠が早稲田大学在学中に恋人 

と神田川近くのアパートで暮らした思い出を歌詞にし、南こうせつが 

曲を作った。いまでも、哀愁をおびたバイオリンの旋律聞くと、かの 

時代へタイムスリップするような感がある。 

 「貴方は もう忘れたかしら 赤い手拭いマフラーにして 

  二人で行った 横町の風呂屋 一緒に出ようねと 言ったのに 

  いつも私が 待たされた 洗い髪が芯まで冷えて  

  小さな石鹼 カタカタ鳴った 貴方は私の 身体を抱いて  

  冷たいねって 言ったのよ 若かったあの頃 何も怖くなかった  

  ただ貴方のやさしさが 怖かった 」 

 帰りの電車の中で、散策中に「神田川」の時代について想い浮かん 

だ事を整理した。「神田川」の前の時代、１９６０年代は、安保闘争や 

大学の管理運営方法・学費値上反対等で、学生運動が盛んだった。 

これも昭和４４年(1969)の東京大学安田講堂事件をピークに沈静化 

へ向かった。昭和４５年(1970)の大阪万博は高度経済成長の頂点だ 

った。昭和４８年(1973)は第一次オイルショック（石油危機）が発生した。この年１０月に勃発した第４次中東

戦争で OPEC が原油の供給制限と輸出価格の大幅な引き上げを行うと、国際原油価格は３ヶ月で約４倍に

高騰、石油関連製品の値上に直結した。売り惜しみや便乗値上げ等もあり、狂乱物価やトイレットペーパー

買占め等が社会を騒がせた。一方では、漫画家の上村一夫の『同棲時代』が流行し、結婚を前提とせず、若

い男女が一緒に暮す「同棲」が流行語となった。就職や進学で地方から都会へ出てきた若者が急増した時

代だった。喜多条忠は当時２５歳の放送作家だった。当時２４歳の南こうせつから作詩依頼を受けた喜多条

は、ある日「神田川」を通りかかったときに学生時代の記憶がよみがえり、３０分ほどで詩を書きあげた。そ

の詩を電話で南こうせつに読み上げて伝えると、南はその言葉を折り込みチラシに書き留めながらメロディ

ーを描き、わずか５分ほどで曲が完成した、という伝説がある。「神田川」の歌の時代を想う散策でもあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神田川起点碑 

神田川起点/水門橋 

水門橋からひょうたん橋 公園駅ガード下の神田川 

三鷹台駅 

神田川/丸山橋 

井之頭公園駅 

神田川/夕焼け橋 

水門橋からの下流 丸山橋からの神田川上流 


